
    

自由化がもたらすもの

　映画「ニューヨークの恋人」は，19世紀英国の若き公爵レオポルドが時空のズレに入り込

んで，現代のニューヨークに来てしまう物語である。そこで彼は，キャリア・ウーマンのケ

イトと出会う。あり得ない設定であるのに，二人が惹かれあっていくところの描写にはリア

リティーがあり，引き込まれて観てしまう。

　「ケイトとレオポルドが同時代に生きていたら」「クレオパトラの鼻が低かったら」という

ような「もし」は，歴史においてはあり得ないといわれる。しかし，自由化について考える

とき，「もし・・・」と，想像してみるのは意味があるように思える。

　わが国では，戦後早くから木材の貿易自由化が進められ，昭和30年代までに関税・為替管

理とも自由化された。この背景には当時の木材不足があったとはいえ，その結果今日では用

材の自給率は36％に低下し，パルプ・チップ用材と合板用材もほとんどが外材依存である。

乱暴な想定であるが，「もし自由化がなかったら」と考えると，今日の林業経営・関連業界の

みならず，森林管理，農林家経済，農山村の地域社会がどのような姿になっていたかを想像

することは，ケイトとレオポルドの恋の行く末を想像するより難しい。

　自由化は，規制下にあった品目の生産・流通・消費を変えるのみならず，その周辺にある

経済・社会のサブシステム，さらには人々の生活スタイルをも変えていく。自由化の影響を

どう予測するかは，歴史の「もし」を考えるのと同じ位に難しいことであるが，多角的で徹

底した影響予測とそれを踏まえた対策が必要である。最近の農業分野の自由化は，農業の根

幹部分に広がる方向にあるので，そのことを一層強く感じさせられる。

　また，自由化は，個々のプレーヤーに，自由化後の舞台にふさわしい能力の具備を求めて

くる。例えば，金融機関は，「金融自由化」「ビッグバン」を経て，健全なコーポレート・ガ

バナンスの確立，その下における適切なリスク・マネジメントと内部監査機能の確保を強く

求められ，それができない金融機関は退場を余儀なくさせられてきた。

　農業分野でも，事情は変わらない。個々の生産者も，系統組織も，セーフティ・ネットに

ついても，自由化に対応して何をなすべきか，新たな課題は少なくない。

　本号では，オレンジ輸入自由化後のみかんの需給構造をはじめ，果樹・果汁産業の現状と

課題についてとりあげた。

　

（（株)農林中金総合研究所基礎研究部長　石田信隆・いしだのぶたか）
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